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中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

二
四
四
︱
二
四
六
頁

本
書
は
、
平
成
二
四
年
に
提
出
さ
れ
た
著
者
の
博
士
学
位
論
文

を
基
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
東
ア
ジ
ア
社
会
に
長
い
間
大
き
な

影
響
力
を
及
ぼ
し
て
き
た
「
孝
」
と
い
う
考
え
方
に
関
し
て
、

「
孝
子
説
話
」
を
め
ぐ
る
諸
現
象
を
、
音
声
・
図
像
・
文
字
テ
ク

ス
ト
・
身
振
り
と
い
っ
た
具
体
化
さ
れ
る
も
の
、
さ
ら
に
そ
れ
を

超
え
つ
つ
結
び
つ
け
る
力
と
し
て
理
解
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

説
話
表
象
と
し
て
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
考
察
の
対
象
は
前
近
代
ま
で
の
中
国
と
日
本
及
び
一
部
韓

国
に
及
ぶ
。

本
書
で
は
、「
表
象
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
議
論
が

展
開
す
る
が
、
こ
の
語
は
、
本
書
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
研
究
ジ
ャ
ン

ル
を
横
断
的
・
学
際
的
に
捉
え
つ
つ
、
説
話
を
め
ぐ
る
諸
現
象
を

そ
の
関
係
性
よ
り
理
解
し
、
そ
の
背
景
や
構
造
を
も
考
察
の
対
象

と
し
て
い
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
従
来
の
孝
子
説
話
研
究
で

は
、
多
く
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
一
方
で
、
そ
の
連
携

は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
め
に
本
書
は
、
各

分
野
の
研
究
と
研
究
を
つ
な
げ
、
そ
の
隙
間
に
光
を
あ
て
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
る
。

以
上
の
方
法
論
を
、
本
書
で
は
「
説
話
表
象
文
化
論
」
と
称
し

て
い
る
。
説
話
研
究
の
土
台
と
な
る
の
は
図
像
や
文
字
テ
ク
ス
ト

な
ど
の
二
次
元
的
資
料
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
説
話
を
め
ぐ
る

諸
資
料
や
そ
れ
に
関
す
る
研
究
を
、
三
次
元
的
な
局
面
を
想
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
元
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
総
合
化
す
る

こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
「
序
」
に
、「
説
話
研
究
の

書
評
：
宇
野
瑞
木
著

『
孝
の
風
景

―
説
話
表
象
文
化
論
序
説
』

佐
野
大
介

（ 244 ）



三
次
元
化
に
む
け
て
」
と
い
う
副
題
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ

れ
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。

本
書
の
構
成
と
し
て
は
、
第
一
部
「
図
像
の
力
」、
第
二
部

「
語
り
の
生
起
す
る
場
」、
第
三
部
「
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
空
間
」
の

三
部
に
、
序
論
、
結
論
「
孝
の
表
象
―
波
う
ち
際
に
て
」
が
附
さ

れ
る
。

第
一
部
「
図
像
の
力
」
に
お
い
て
は
、
孝
子
説
話
の
図
像
の
力

に
着
目
し
、
そ
れ
が
墓
と
い
う
死
者
儀
礼
の
空
間
に
お
い
て
い
か

な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
た
か
、と
い
う
問
題
を
中
心
に
論
じ
る
。

第
一
章
「
後
漢
墓
に
お
け
る
孝
の
表
象
」
で
は
、
後
漢
の
武
梁

祀
堂
画
像
石
を
取
り
上
げ
、
そ
の
祀
堂
に
施
さ
れ
た
諸
々
の
モ

テ
ィ
ー
フ
の
関
係
性
や
各
機
能
を
再
解
釈
す
る
。
そ
う
し
て
、
墓

に
は
、
儒
教
的
秩
序
の
再
編
と
い
う
だ
け
で
は
お
さ
ま
ら
ず
、
そ

こ
か
ら
は
み
出
る
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
な
信
仰
形
態
や
個
人
的
な
思

想
が
表
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
章
「
六
朝
時
代
以
降
の
孝
子
図
」
で
は
、
六
朝
時
代
の
墓

域
に
お
け
る
孝
子
図
に
注
目
し
、
孝
子
図
は
、
漢
墓
に
お
い
て
は

表
象
す
べ
き
人
物
像
と
し
て
の
意
味
が
強
か
っ
た
が
、
六
朝
時
代

以
降
、
三
教
や
外
来
宗
教
に
お
け
る
死
後
の
楽
土
へ
と
墓
主
を
導

く
呪
術
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。

第
三
章
「
孝
子
伝
図
か
ら
二
十
四
孝
図
へ
」
で
は
、
漢
代
以
来

の
孝
子
伝
図
か
ら
宋
金
元
墓
の
二
十
四
孝
図
ま
で
の
図
像
を
対
象

に
モ
テ
ィ
ー
フ
の
分
析
を
行
な
い
、
各
種
徳
行
の
表
象
の
根
幹
と

し
て
孝
子
表
象
が
独
立
し
、
孝
子
（
男
子
）
か
ら
親
へ
の
ベ
ク
ト

ル
が
強
調
さ
れ
て
い
く
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
二
部
「
語
り
の
生
起
す
る
場
」
で
は
、
二
十
四
孝
の
語
ら
れ

る
説
話
と
し
て
の
側
面
に
着
目
し
、
説
話
の
可
変
的
要
素
を
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
説
話
が
そ
の
時
・
場
に
い
か
に
語
ら
れ
、
機

能
し
た
か
を
検
証
す
る
。

第
四
章
「
郭
巨
説
話
の
母
子
像
」
で
は
、
郭
巨
説
話
を
取
り
上

げ
、
二
十
四
孝
の
生
成
に
、
仏
教
の
報
恩
思
想
の
言
説
の
痕
跡
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
五
章
「
郭
巨
説
話
の
「
母
の
悲
し
み
」」
で
は
、
追
善
供
養

の
場
で
用
い
ら
れ
た
安
居
院
流
唱
導
の
テ
ク
ス
ト
分
析
を
通
し

て
、
日
本
に
お
い
て
郭
巨
説
話
が
「
母
の
悲
し
み
」
の
物
語
と
し

て
享
受
さ
れ
て
い
く
様
子
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
六
章
「
日
本
中
世
の
追
善
供
養
の
場
と
孝
子
説
話
」
で
は
、

『
金
玉
要
集
』
に
見
え
る
孟
宗
説
話
を
中
心
に
分
析
し
、
孝
子
説
話

が
漢
詩
文
や
和
歌
の
註
釈
世
界
、
さ
ら
に
物
語
や
絵
画
と
の
緊
密

な
や
り
取
り
の
中
で
独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
っ
た
様
子
を
示
す
。

第
三
部
「
出
版
メ
デ
ィ
ア
の
空
間
」
で
は
、
江
戸
期
の
出
版

文
化
を
中
心
と
し
た
孝
子
説
話
の
図
像
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上

げ
る
。

第
七
章
「
和
製
二
十
四
孝
図
の
誕
生
」
で
は
、
日
本
の
渋
川
版
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二
十
四
孝
の
図
像
と
中
国
・
朝
鮮
の
図
像
と
を
比
較
し
、
渋
川
版

に
見
ら
れ
る
、
渡
来
テ
キ
ス
ト
か
ら
の
モ
テ
ィ
ー
フ
お
よ
び
構
図

の
摂
取
、
あ
る
い
は
モ
テ
ィ
ー
フ
の
改
変
・
付
加
に
つ
い
て
検
証

す
る
。

第
八
章
「
蓑
笠
姿
の
孟
宗
」
で
は
、
孟
宗
図
に
見
え
る
孟
宗

が
、
日
本
に
お
い
て
文
人
姿
か
ら
蓑
笠
姿
へ
と
変
容
し
て
ゆ
く
過

程
を
調
査
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と

も
に
、
二
十
四
孝
図
の
原
型
形
成
に
五
山
僧
達
が
関
わ
っ
て
い
た

可
能
性
を
指
摘
す
る
。

第
九
章
「
江
戸
期
に
お
け
る
二
十
四
孝
イ
メ
ー
ジ
の
氾
濫
／
反

乱
」
で
は
、『
本
朝
二
十
不
孝
』、
黄
表
紙
『
二
十
四
孝
安
売
請

合
』
や
見
立
て
図
を
取
り
上
げ
、
孝
行
図
像
に
お
け
る
孝
の
世
俗

化
や
記
号
化
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

結
論
で
は
、
こ
れ
ら
三
部
で
扱
っ
た
三
方
面
か
ら
多
角
的
に
光

を
当
て
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
姿
を
現
わ
す
二
十
四
孝
の
表
象
の
条

件
と
し
て
、
１
、
遡
及
的
時
間
性
、
２
、
感
通
性
、
３
、
伝
達
さ

れ
る
文
化
で
あ
る
こ
と
、
４
、
真
似
る
こ
と
・
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の

四
点
を
挙
げ
、
機
能
と
い
う
観
点
よ
り
、
１
、
模
範
性
・
自
立
性

と
し
て
の
機
能
、
２
、
吉
祥
性
・
感
通
性
と
し
て
の
機
能
、
３
、

個
人
化
・
内
発
性
を
促
す
機
能
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

従
来
、
孝
思
想
研
究
は
、
文
学
・
思
想
方
面
よ
り
行
な
わ
れ
る

も
の
が
そ
の
殆
ど
を
占
め
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
は
、
孝

子
説
話
に
対
し
て
、
考
古
学
・
文
学
・
思
想
・
美
術
・
文
化
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
多
角
的
・
総
合
的
に
考
察
検
討
を

加
え
た
も
の
で
あ
り
、
孝
子
説
話
研
究
の
み
な
ら
ず
、
文
献
の
み

を
対
象
と
し
が
ち
で
あ
っ
た
従
来
の
思
想
研
究
の
あ
り
方
に
も
一

石
を
投
じ
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

今
後
の
展
望
に
関
し
て
、
著
者
は
自
身
で
、「
別
の
地
域
（
南

方
諸
島
や
台
湾
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
）」
に
言
及
し
、「
よ
り
視
野
を
広
げ
」「
分
析
の
精
度
を

高
め
て
い
き
た
い
」（
結
論
）
と
し
て
、
多
分
野
・
多
表
象
の
比

較
、
更
に
は
多
地
域
の
比
較
に
関
し
て
も
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
本
書
を
読
了
し
た
者
、
誰
も
が
望
む
本
研
究
の
発
展
型

と
い
え
よ
う
。
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
本
書
の
末
尾
に
は
「
基
礎
資
料
編
」
と
し
て
、
数
多
く

の
二
十
四
孝
に
関
す
る
図
像
が
、
日
本
の
近
世
初
期
の
二
十
四
孝

の
標
準
と
い
え
る
版
本
挿
絵
二
種
（
Ⅰ
）、
渡
来
版
本
の
挿
絵

（
Ⅱ
）、
漢
か
ら
宋
元
明
金
墓
の
孝
子
図
（
Ⅲ
）、
室
町
か
ら
江
戸

初
期
に
か
け
て
の
屏
風
等
大
画
面
製
作
お
よ
び
お
伽
草
子
類（
Ⅳ
）

に
分
類
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
孝
子
図
像
の
変
遷
過
程
を
概
観

で
き
る
資
料
と
し
て
、
今
後
の
孝
子
伝
図
研
究
を
大
い
に
裨
益
す

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

（�

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月
刊
、
本
文
七
七
二
頁
、
一
六
二

〇
〇
円
）

（ 246 ）




